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入
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新
議
長
に
 沢
 
田
 
茂

氏
 

さ
る
二
月
二
十
八
日
開
か

れ
た
臨
時
町
議
会
で
野
宮
雄

造
議
長
が
病
気
療
養
を
理
由

に
辞
意
を
表
明
し
た
た
め
、
 

共
川
豊

一
副
議
長
の
も
と
で

欠
員
に
よ
る
議
長
選
挙
を
行
 

っ
た
と
こ
ろ
、
新
議
長
に
沢
田

茂
氏
（
写
真
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
 

沢
田
氏
は
旧
海
軍
飛
行
予
科

練
習
生
卒
業
後
昭
和
三
十
五
年

か
ら
町
議
連
続
じ
期
。
小
田
川

改
修
促
進
委
員
長
、
国
保
運
営

協
議
会
長
、
総
務
企
画
常
任
委

員
長
な
ど
を
歴
任
ュ
 

大
正
1
5年
9
月
3
0日
生
ま
れ

五
十
九
歳
。
土
地
家
屋
調
査
士
。
 

意
志

の
疎

通
が

最
も
大
事
 

①
お
お
む
ね
六
 

繊
」
鐘
 

焔
 
帯
で
、
寝
た
き

に
 
り
老
人
等
を
抱
 

」
 
え
、
そ
の
家
族

ル
 
が
介
護
を
十
分

ひ
 
に
行
え
な
い
状

恒
 
況
に
あ
る
と
き

片
 
②
日
常
生
活
に
 

い
ろ
い
ろ
な
不
 

便
を
生
じ
て
い
 

r
 

》
 

血鷲
 

今
年
四
月
一
日
か
ら

国
民
年
金
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま

す
が
、

こ
れ
は
高
齢
化
社
会
へ
と
進
ん
で
い
る
現
在
、
若

い
世
代
の
月
給
よ
り
も

年
金
が

高
く
な
ら

な
い
よ
う
（
保

険
料
の

高
額
化
を

防
ぐ
）
、ま
た
老
後

の
唯
一

の
収
入
で
あ

る
年
金
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
し

て
頼
れ
る
制
度
へ

の

基
盤
づ
く
り
を
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
 

尚
、
今
回
の
改
正
法
は
大

正
十

五
年
四
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
人

を
対
象
と
し
、
大
正
十
五
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
、

又
は
現
在
年
金

を
も
ら
っ

て
い
る
人
は

い
ま
ま
で
ど
お
り

で
す
。
 

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
老
齢
基
礎
年
金
〉
 

年
金
保
険
料
を

納
め
た

人
が
、

六
十
歳
以
上
に
な
っ
た

場
合
に
支
払
わ
れ

る
年
金

は
、
老
齢
基
礎
年
金
と

名
ま
え

が
変
わ
り
ま
す
。
 

年
金
額
は
昭
和
三
十

六
年
四

月
か
ら

六
十
歳
ま

で
す
べ

て
納
め
て
い
れ
ば

六
十
二
万
二

千
八
百
円
で
す
（
毎
年
ス

ラ
イ
ド
し
ま
す
）
。未
納
や
免
除
期
間
が

あ
る
と
、

そ
の
不

足
す
る
期
問
に

1
6じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

年
金
を

も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
年
齢
は
六
十
五
歳
で
す

が
、
六
十
歳
か
ら
繰
L
げ
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
 

mm川川町1~金木だより ② 

週
．
．回
を
目
途
に
身
の
回
り
の

世
話
や
話
し
相
手
な
ど
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
 

】
言
に
身
の
回
り
の
世
話
と

言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
多
種
多

様
で
仕
事
と
し
て
割
り
切
れ
な

い
面
も
あ
り
ま
す
。
 

食
事
の
仕
度
や
洗
濯
は
も
ち

ろ
ん
買
い
物
、
薪
割
り
、
雪
片

付
け
、
煙
突
の
清
掃
ま
で
あ
り

ま
す
。
寝
た
き
り
老
人
に
と
っ

て
は
こ
の
L
も
な
い
勤
労
泰
仕

で
「
お
年
寄
り
が
訪
問
を
待
っ

て
く
れ
て
い
る
し
私
た
ち
に
期

待
し
て
い
る
こ
と
が

】
番
の
励

み
で
す
。
」
と
は
金
木
担
当
の
田

中
み
よ
さ
ん
。
「信
頼
し
て
く
れ

て
い
る
し
訪
問
を
喜
ん
で
も
ら

え
る
。」
嘉
瀬
担
当
の
小
山
内
ミ
 
 

る
一
人
暮
ら
し
老
人
の
世
帯
。
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遺
は
こ

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
年

金
を
は
じ
め
色
々
な
対
策
が
改

正
さ
れ
、
人
日
の
高
齢
化
は
現

実
に
ひ
し
ひ
し
と
伝
っ
て
来
て

い
る
今
H
、
“私
の
家
庭
に
限
っ

て
ヘ
ル
パ
ー
の
お
世
話
に
な
る

こ
と
は
な
い
《
と
言
い
切
れ
る

で
し
ょ
う
か
。
 

地
域
福
祉
や
在
宅
福
祉
の
第
 

．
線
に
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
 

に
も
仕
事
上
の
問
題
が
な
い
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ペ
ッ
ト
の

放
し
飼
い
ゃ
そ
の
世
話
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。」
喜
良
市
担
名
の

古
川
緑
さ
ん
。
「新
し
い
方
の
介
 

キ
さ
ん
。
 ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の

方
に
と
っ
て
の
仕
事
が
、
寝
た

き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
に
し
て

み
れ
ば
手
足
に
変
わ
る
体
の
一

部
と
な
っ
て
い
ま
す
り
 

寝
た
き
り
老
人
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
家
庭
泰

仕
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
、独

居
老
人
の
増
加
と
介
護
者
の
高

齢
化
と
相
ま
っ
て
今
家
庭
拳
仕

員
の
役
割
り
が
重
要
視
さ
れ
て

来
ま
し
た
。
 

金
木
町
に
は
、
老
人
家
庭
泰

仕
員
と
身
体
障
害
者
家
庭
奏
仕

員
が
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
四
十
六
年

度
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
泰
仕

員
派
遣
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ

現
在
五
人
の
ヘ
ル
パ
ー
が
四
十

人
の
独
居
老
人
を
受
け
持
ち
、
 



③ 金木だより 

M
HH刈
町

長
 

n
戸
 
日
 
日
 「
ビ
 

！
三o
 

(
 

、
 

一
 

護
に
は
、
そ
の
人
の
気
持
ち
を
 

理
解
す
る
ま
で
苦
労
も
多
く
時
 

間
が
か
か
り
ま
す
。」
金木
担
当
 

三
月
五
日
（
水）
、今
朝
は
実

に
爽
ゃ
か
に
晴
れ
あ
が
り
気
持

ち
が
い
い
。
三
月
に
入
り
め
っ

き
り
春
暖
に
な
っ
た
こ
と
を
肌

に
感
じ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
明

日
は
地
中
の
虫
も
動
き
出
す
と

い
わ
れ
る
啓
費
の
日
に
あ
た
る
。
 

午
前
八
時
三
十
分
I
自
宅
を
出

る
。
今
朝
は
、
嘉
瀬
知
人
宅
に

不
幸
が
あ
っ
た
た
め
お
悔
み
を

申
し
述
べ
て
、
嘉
瀬
経
山
で
役

場
へ
登
庁
。
午
前
九
時
I
地
元

出
身
歌
手
、
吉
幾
．・

．氏
桜
ま
つ
 

の
竹
内
恭
子
さ
ん
。「重
度
身
障
 

者
を
対
象
と
し
た
月
一
回
の
入
 

浴
は
少
な
く
て
か
わ
い
そ
う
で
 

り
に
来
町
す
る
こ
と
が
内
定
し
 

た
こ
と
で
地
元
後
援
会
鳴
海
、
 

吉
崎
世
話
役
人
及
び
町
商
L
会
 

古
川
事
務
局
長

と
打
合
せ
、
今

か
ら
ま
つ
り
の

人
出
の
多
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
 

る
。
九
時
四
十
分
廿
中
粕
木
町

内
会
長
小
山
内
さ
ん
来
庁
、

．.
.
 

番
橋
老
朽
修
理
に
係
る
件
、
建

設
課
長
に
も
同
席
を
求
め
意
見

を
聞
く
。
午
前
九
時
五
十
分
I
 

す
。」
嘉瀬
担
当
の
鈴
木
ミ
サ
ヲ
 

さ
ん
。
単
に
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
 

に
と
ど
ま
ら
ず
、
と
き
に
は
、
 

O
月
△
日
重
度
身
障
者
の
入

浴
。
民
生
課
職
員
が
移
動
人
浴

車
を
運
転
し
訪
間
先
へ
直
行
す

る
。
保
健
婦
が
血
圧
測
定
な
ど

健
康
状
況
を
診
断
に
直
行
。
福

祉
浴
槽
を
運
搬
し
、
給
排
水
の

準
備
を
す
る
。
浴
槽
内
が
適
温

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
ヘ
ル
パ

ー
 

が
体
を
洗
う
。

一
回
の
入
浴
で

職
員
二
名
保
健
婦

一
名
ヘ
ル
パ
 

ー
二
名
の
合
わ
せ
て
五
名
が
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。・
し
か

も
他
の
職
種
を
持
つ
人
が
同
じ

日
同
じ
時
問
に
集
中
し
な
け
れ
 

金
木
病
院
三
橋
事
務
長
来
庁
、
 

文
書
決
裁
、
病
院
議
会
日
程
の

打
合
せ
、
新
年
度
財
政
遍
迫
の
 

折
り
町
繰
川

金
の
窮
状
等

を
説
明
。
午

前
中
時
I
町

議
会
土
木
常
 

任
委
貝
会
、
委
貝
会
付
託
陳
情

二
件
の
件
、
今
冬
の
除
排
雪
並

び
に
事
業
繰
延
べ
の
件
、
新
年

度
土
木
関
係
予
算
説
明
に
は
助

役
と
建
設
課
長
共
ど
も
山
席
。
 
 保

健
婦
な
ど
の
他
職
種
と
の
連

携
が
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
連

携
が
あ
っ
て
お
世
話
に
な
る
方

の
家
族
に
代
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
公
的
援

助
者
で
あ
っ
て
家
族
に
と
っ
て

代
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
家
族
の
方
だ
け
で

は
支
え
き
れ
な
い
と
こ
ろ
を
援

助
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
核

家
族
化
が
進
み
家
庭
基
盤
が
希

薄
化
す
る
こ
と
で
在
宅
福
祉
は

重
大
な
極
面
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
 

お
昼
の
休
み
を
挟
ん
で
、
午
後

一
時
I
町
議
会
農
林
商
工
常
任

委
員
協
議
会
へ
、
新
年
度
の
農

林
及
び
商
工
観
光
予
算
説
明
は

助
役
並
び
に
担
当
課
長
と
出
席
、
 

委
員
会
か
ら
は
厳
し
い
要
望
、
 

意
見
続
山
す
る
な
り
。
午
後
四

時
過
ぎ
I
吉
幾
三
事
務
所
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
電
話
で
打
合
せ
、
 

本
人
は
地
元
金
木
町
の
た
め
梢

一
杯
頑
張
る
こ
と
を
話
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
午
後
四
時
三
十

分
退
庁
。
 

の
加
算
額
が
付
き
ま
す
。
 

※
子
の
加
算
額
 

一
人
ロ
・
二
人
目
 

一
人
に
つ
き
 

一
八
六
、
八
〇
O
円
 

一1
1
人
目
以
後
 

一
人
に
つ
き
 

六
二
、
三
〇

O
円
 

（
遺
族
基
礎
年
金
〉
 

毎週土曜日打合せ会が行われる 

連
け

い
プ

レ
ー
が

な
す
仕
事
 

こ
の
場
合
、
六
十
五
歳
前
に
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
、
障

害
基
礎
年
金
は
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
 

〈障
害
基
礎
年
金
〉
 

い
ま
ま
で
、
国
民
年
金
を
か

け
て
い
る
問
の
障
害
に
は

障
害
年
金
、

二
十
歳
前
の
障
害
に
は

障
害
福
祉
年
金
を
そ

れ
ぞ
れ
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
法
で
は
ど
ち
ら
も
障

害
基
礎
年
金
と
名
ま
え
が
変
わ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
は
新
し
く
、
十
八
歳
未
満
の
子
が
あ
る
場
合
子
 

い
ま
ま
で
、
 
一家
の
中
心
と
な
っ

て
働
く
夫
が
死
亡
し

た
場
合
に
、
そ
の
妻
と
子
の
生
活

の
安
定
を
図
る
た
め
、
 

妻
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
た
母
子
年
金
や
、
両
親
が
死

亡
し
た
場
合
に
、
残
さ
れ
た
十
八
才
未
満
の
子
に
支
給
さ

れ
て
い
た
遺
児
年
金
は
、

遺
族
基
礎
年
金
と
名
ま
え
が
変

わ
り
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
母
子
年
金
で
は
死
亡
し
た
夫
に
関
係
な
く

妻
が
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
新
し

い
遺
族
基
礎
年
金
で
は
、
夫
が
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

〈
寡
婦
年
金
〉
 

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
た
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
妻
が

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
夫
に
か
わ
っ
て
も
ら

え
ま
す
。
 

年
金
額
は
、

こ
れ
ま
で
は
夫
が
受
け
る
は
ず
の
年
金
の
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年
か
ら
続
け
ら
れ
今
年
で
十
七

回
H
を
数
え
、
古
川
町
長
や
山

中
農
業
委
員
会
会
長
ら
五
人
の

訪
問
団
は
、
積
雪
量
や
除
排
雪

作
業
の
進
展
、
異
常
に
多
い
火

災
発
生
な
ど
町
の
近
況
を
伝
え

ま
し
た
が
、
就
労
者
か
ら
は
、
 

農
業
者
年
金
を
含
む
年
金
制
度

の
改
正
や
雇
用
保
険
制
度
な
ど

身
近
に
せ
ま
る
質
問
も
多
く
古

川
町
長
ら
が
ー
つ
】
つ
応
待
し
、
 

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
東
京
都
内
で
は
、
効
 

率
よ
く
面
談
す
る
た
め
、
都
内

で
働
く
人
を
ー
カ
所
に
集
め
て

激
励
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
の
訪

問
先
で
も
直
接
聞
く
ふ
る
さ
と

情
報
は
好
評
で
、「春
は
も
う
す

す
ぐ
、
あ
と
一
頑
張
り
だ
。」
と

帰
省
を
楽
し
み
に
し
、
皆
ん
な

元
気
で
町
長
ら
を
安
心
さ
せ
ま

し
た
。
 

川
稼
ぎ
者
の
多
く
は
、
失
業

認
定
期
閥
（
六
カ
月
）
も
あ
っ

て
．.．月
下
旬
、
四
月
中
旬
の
帰

省
が
多
く
、
帰
省
と
と
も
に
農
 

「
‘
 

?

,
 

神奈川県 譲原建設にて 

当
町
の
畠
稼
者
を
激
励
訪
問

す
る
昭
和
六
十
年
度
畠
稼
農
業

者
事
業
所
訪
問
が
さ
る
二
月
一
一

十

一
日
か
ら
．
．
十
五
目
ま
で
の

日
程
で
行
わ
れ
、
古
川
町
長
ら

が
ふ
る
さ
と
情
報
を
伝
え
出
稼

者
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

今
年
訪
問
し
た
事
業
所
は
、
 

二
十
名
の
当
町
出
身
者
が
働
く

愛
知
県
阿
久
比
町
の
岡
戸
組
や

神
奈
川
県
、
埼
E
県
な
ど
に
及

ぷ
四
つ
の
建
設
会
社
で
、
五
十
 

‘
名
の
方
と
面
談
し
ま
し
た
。
 

出
稼
訪
問
は
、
昭
和
四
十
五
 

二
分
の
ー
で
し
た
が
、
改
正
後
は

四
分
の
三
に
な
り
ま
す
っ
 

〈
死
亡
一
時
金
〉
 

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
、

老
齢

・
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
額
は
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

尚
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
三
年
未
満
の
人
に
は
、
 

町
か
ら
弔
慰
金
が
で
ま
す
。
 

〈
付
加
保
険
料
〉
 

こ
れ
ま
で
は
、
高
い
保
険
料
（
月
額
四
百
円
の
加
算
額
）
 

を
納
め
て
、
高
い
年
金
を

も
ら
い
た
い
と
い
う
人
は
、
希

望
が
あ
れ
ば
誰
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

改
正
後
は
、
農
業
、
自
営
業
者
等
だ
け
に
限
ら
れ
ま
す
っ

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
任
意
加
入
し

て
き
た
サ
ラ
リ
ー
 

マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
は
、
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り

ま
す
。
 

〈
支
払
期
月
〉
 

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
老
齢

・
障
害
・
遺
族

・
通
算
老

齢
年
金
の
支
払
期
刀
は
す
べ
て
、
2
刀
・
5
月
・
8
月
・
 

1
1月
と
な
り
ま
す
。
 

〈
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
任
意
加

入
〉
 

農
業
、
自
営
業
者
等
で
、
あ
と
わ
ず
か
の
期
間
が
あ
れ

ば
資
格
期
間
を
満
た
す
よ
う
な
人
や
、
保
険
料
米
納
期
間

が
あ
っ
て
年
金
額
が
低
い
人
は
、
六
十
五
歳
に
違
す
る
ま

で
、
任
意
加
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
 

気でした 毎ーI 

出稼者を激励訪問 

金木町出身者20人が働く 
愛知県岡戸組会議室にて 
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主
な
改
正
点
は

以
上
で
す
が
、

わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
国
民
年
金

担
当
窓

口
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
 

い
。
 

 

 

国 民 年 金 

 

 

無理のない負担のために 

 

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
の
お
願
い
 

夫
が
厚
生
年
金

（
船
員
）
保
険
や
各
種
共
済
組
合
の
加
入

者
で
そ
の
夫
か

ら
扶
養
さ
れ
て
い
る
ニ
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
方
は
、
「
第
3
号
被
保
険
者
」
と

い
い
、
今
回
届
出

を
す
る
と
国
民
年
金
保
険
料
は

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
方
は

大
切
な
届
出
で
す

の
で
、
期
限
内

に
必
ず
届
山
し

て
下
さ
い
。
 

届
出
の
し
か
た
 

①
現
在
国
民
年

金
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
、

三
月
三
十

一
日
ま
で
に
届
出
 

②
前
に
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ

て
い
た
が
現
在
休
ん

で
い

る
方
は
四
月
一
日
以
降
届
出
 

③
今
ま
で
国
民

年
金
に
加
入

さ
れ
た

こ
と
の
な
い
方
は
四

月
一
日
以
降
届
出
 

※
な
お
、
夫
の
勤
務
先
が

届
書
の
と
り
ま
と
め
と
提
出
の

代
行
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は

夫
の
勤
務
先
に
提
出
し

て

下
さ

い
。
 

ま
た
、
四
月
一
日
以
降
に

夫
が
厚
生
年
金

（
船
員
）
保
険

や
各
種
共
済
組
合
に
加
入
し
た
り
、
退
職
し
た
場
合
に
は
、
 

そ
の

つ
ど
国
民
年
金
係
ま
で

届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

一
 

了；一 4 

愛知県 山下建設にて 

や
く
ば
の
し
ご
と
 

一
行
政
の連
絡
調
整
地点
 

“
や
く
ば
の
し
ご
と
一
最
終回

は
本
紙
の
編
集
や
各
種
統
計
な

ど
を
担
当
し
て
い
る
企
画
室
を

紹
介
し
ま
す
。
 

企
画
室
は
企
画
係
、
統
計
係
、
 

広
報
係
に
大
別
さ
れ
、
町
長
の

秘
書
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
職

員
七
名
（う
ち
巡
転
手
一
名
）
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
づ
く
り
の
計
画
書
作
成
や

町
長
か
ら
の
特
命
に
係
る
事
務

を
は
じ
め
、昨
年
米
進
め
ら
れ
て

い
る
第
二
次
金
木
町
総
合
計
画

を
策
定
し
て
い
る
企
画
係
。
国

勢
調
査
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な

ど
四
十
五
種
類
に
及
ぷ
各
種
統
 

ー

企
 
画

室
 

計
調
査
を
所
轄
し
、
色
々
な
川

途
に
使
川
さ
れ
る
資
料
と
し
て

整
理
す
る
統
計
係
、
金
木
だ
よ

り
の
編
集
と
お
知
ら
せ
版
の
編

集
発
行
、
無
線
放
送
さ
ら
に
広

聴
活
動
を
．
体
化
し
た
広
報
係

が
、
企
画
立
案
の
担
当
課
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

も
と
も
と
企
画
室
は
、
庁
内

の
小
部
屋
に
配
置
さ
れ
“
室
《
 

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

名
残
り
は
今
で
も
企
画
課
で
な

く
企
画
室
と
し
て
町
条
例
に
残

り
、
新
し
い
事
業
を
進
め
る
連

絡
調
整
地
点
が
こ
の
企
画
室
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 
 

作
業
が
待
ち
受

け
て
い
ま
す
が

や
は
り
家
族
の

も
と
で
の
仕
事

は
張
り
合
い
が

違
い
ま
す
。
 

町
内
の
冬
期

畠
稼
者
は
、
関

東
地
方
を
中
心

に
約
千
百
人
と
 

な
っ
て
お
り
、
 

ま
た
、
町
長
室
と
助
役
室
に
隣

接
す
る
秘
書
室
も
こ
の
企
画
室

で
所
掌
し
、
町
長
の
H
程
や
助

役
、
収
入
役
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
調
整
し
て
い

ま
す
。
 

管
理
職
の
プ
ロ
フ
イ
ー
ル
 

企 
画 
室 
長 

I 	I 
III 

篤 
ン 

(49I  

る
方
も
多
く
、
留
守
を
守
る
の

も
当
然
高
齢
者
。
小
学
生
や
巾

学
生
の
持
つ
家
庭
で
は
ふ
る
さ

と
ニ
ュ
ー
ス
が
最
も
貴
重
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

訪
問
し
た
事
業
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
）内
は
就
労
者
数

▽
愛
知
県
I
岡
戸
組
（
加）
 山

ド
建
設
（
1
6）
 
▽
神
奈
川
県
I
 

譲
原
建
設
（
4
）
 
▽
埼
玉
県

・

中
野
組
（
6
）
▽
東
京
都
内
（
5
)
 

昭
和
1
2年
2
刀
1
5日
生
ま
れ

温
厚
誠
実
で
責
任
感
は
人

一

倍
。
カ
ラ
ォ
ケ
大
好
き
？
 

私
の

一
言
 

各
自
治
体
の
人
目
減
少
が
進

む
な
か
、
本
町
も
例
外
で
な
く
、
 

六
十
年
岡
調
人
口
は
一
三
、
七

三
八
人
。
 五
年
前
と
比
べ
る
と
 

．ニ
O
九
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
 

核
家
族
化
の
進
展
と
若
者
の
流

出
等
が
要
因
と
考
え
ら
れ
、
い

か
に
地
域
振
興
で
活
性
化
を
図

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
行
財
政
も
大
変
な

時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す

し
、
行
革
と
創
意
工
夫
を
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
に
 
「明
る
い
町
づ
く
り
」
 

に
全
職
1
1】
丸
と
な
っ
て
取
組

ま
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

みんな元 
古川町長らが 

臓

、
い

●
一
 
夫
婦
で
就労
す
 

庁舎2階 企 画 室 
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田 五 
~ 正 郎 
I 七 一

一．、職
農 業
業 訓
の 練
振 指
興 導 
ー 員
毛 、ー’ 
内 岡 

英
文
（交
通
安
全
）
葛
西
文
昭
 

（同
）
以
上
。
 

●和60茸度金木町褒冒授与式I 
「
 

.
 

喜
良

市
北

本
町
 

太
 
■
 
ひ
 

と
 
み
さ
ん
 

1
9歳
 
O
型
 
魚
座
 

高
校
生
活
の
抜
け
切
ら
な
い
 

こ
の
十
四
日
が
誕
生
日
で
ー
ー
 

ま
ま
に
就
職
先
の
研
修
を
二
十
 
十
歳
ま
で
あ
と
一
年
、
待
ち
遠

日
間
。
町
内
の
金
融
機
関
に
勤
 
し

い
や
ら
残
念
ゃ
ら
複
雑
な
心

め
て
い
ま
す
。
 

境
で
す
。
社
会
人

一
年
生
も
ど
 

う
に
か
進
級
で
き
そ
う
で
す
。
 

で
も
初
心
を
忘
れ
な
い
で
こ

れ
か
ら
も
仕
事
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

趣
味
は
推
理
小
説
ゃ
s
F
小

説
が
主
な
読
書
と
映
画
鑑
賞
で

す
。
最
近
見
た
“
タ
ン
ポ
ポ
〉
 

の
映
画
は
職
場
で
の
緊
張
感
を

忘
れ
さ
せ
久
し
ぷ
り
に
笑
っ
ち

ゃ
っ
た
。
そ
う
快
で
す
。
 

自
分
で
は
明
る
く
振
る
舞
っ

て
い
る
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
、
 

暗
い
か
な
あ
 
。
 

理
想
の
人
は
温
厚
誠
実
で
自

分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
る
人
が
い
い
で
す
。
 

か
 
ん
 

と
 
う
 

金
木
町
消
防
団
に
 
竿
 
頭
 

じ
 
ゆ
 

綬
 

竿
頭
綬
は
、
団
に
贈
ら
れ
る
 

最
高
の
栄
誉
で
あ
る
表
彰
旗
に
 

日
頃
の
消
防
団
活
動
が
認
 

団
長
I
団
1
1二
四
三
人
）
に
 
次
ぐ

も
の
で
三
十
数
年
に

一
回
 

一
 
A
‘
 
●
じ
 
・
 

め
ら
れ
、
さ
る
1
1

‘刀
五
H
、
 

消
防
庁
長
官
か
ら
竿
頭
綬
が
 

の
名
誉
あ
る
も
の
で
す
。
 

金
木
町
消
防
団
（
白
川
竹
治
 

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
●
度
 
消
 

防
 

庁
 

広
く
町
民
の
模
範
と
な
る
個
人
 

ま
た
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
昭
和
 

さ
る
三
月
三
日
、
役
場
会
議
室
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
褒
賞
は
金
木
町
褒
賞
規
則
 

に
基
き
、
自
治
功
労
褒
賞
、
特
 

別
功
労
褒
賞
、
善
行
褒
賞
に
分
 

け
ら
れ
褒
賞
審
議
会
に
図
ら
れ

昭
和
四
十
年
度
か
ら
実
施
し
て
 
 

い
る
も
の
で
す
。
 

式
は
、
古
川
町
長
が
「
褒
賞
 

を
契
機
に
こ
れ
か
ら
も
後
世
の

指
導
と
町
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
 

さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
、
竹
内
 

総
務
企
画
常
任
委
員
長
か
ら
今
 

年
度
教
育
研
究
に
功
績
の
あ
っ
 

た
土
岐
武
治
さ
ん
（
京
都
府
在
 

住
）
ら
の
選
考
経
過
報
告
が
な
 

さ
れ
、
古
川
町
長
か
ら
二
十
1
1
1
 

人
の
功
労
者
一
人

一
人
に
褒
賞
 

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

こ
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
職
業
訓
練
指
導
員
と
し

て
永
年
功
労
の
あ
っ
た
長
尾
甚

五
郎
さ
ん
が
「
受
賞
を
励
み
に

こ
れ
か
ら
も

一
層
町
の
た
め
に

尽
く
し
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ

受
賞
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
い

ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
I
木
村
博
（
町

職
員
二
十
年
以
上
）
黒
滝
京
子
 

（同
）
白
川
和
子
（
同
）
木
村
フ

ミ
（
金
木
病
院
職
員
二
十
年
以

上
）
秋
谷
キ
エ
（
農
協
職
員
一
一

十
年
以
上
）
斉
藤
幸
雄
（
同
）
 

小
野
元
靖
（
行
政
協
力
委
貝
十

五
年
以
上
）
北
沢
清

一
（同
）
 

⑥
特
別
功
労
褒
賞
I
土
岐
武
治
 

（教
育
研
究
）
今
ト
シ
（
子
供
会

の
育
成
）
金
本
正
三
（
体
育
振

興
）
金
本
正
王

（同
）
長
尾
甚
 

そ
の
他
町
政
振
興
に
寄
与
し
、
 
麟
 

六
十
年
度
町
褒
賞
授
与
式
が
、
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⑦ 金木だより 川川川川'ill,, 

生
活
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し
 
し
て
い
ま
し
た
。
 

た
か
っ
ち
ゃ
の
技
術
を
交
換
、
 

ま
た
、
川
倉
地
区
生
改
グ
ル

交
流
し
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
 
ー
プ
に
よ
る
“
う
ん
ぺ
い
の
作

よ
う
ー
。
と
、
金
木
地
区
農
業
 
り
方
一
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
も
設

改
良
普
及
所
管
内
十
一
の
生
活
 
け
ら
れ
、
実
際
に
赤
や
緑
の
う

改
善
グ
ル
ー
プ
を

一
堂
に
会
し
 
ん
ぺ
い
菓
子
を
作
り
入
館
者
に

て
さ
る
二
月
二
十
一
日
、「第
二
 
振
る
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
 

回
か
っ
ち
ゃ
の
腕
自
慢
、
味
自
 
・

」
の
生活
改
善
グ
ル
ー
プ
で

慢
交
換
会
が
町
商
工
会
館
で
開
 
は
、
“五
十
万
円
自
給
運
動
》
を
 

~
 

我
が
家
の
味
 

か
っ
ち
ゃ
の
腕
自
慢
交
換
会
 大入満員で賑うかっちゃの味自慢大会 

を讃えてIiI 

昭和60年度 
金木町スポーツ賞 

か
れ
ま
し
た
。
 

・

こ
の
催
し
は
、
金
木

・
中
里
・
，
一

市
浦
・
小
泊
の
二
町
二
村
に
及

ぶ
金
木
地
区
生
活
改
善
グ
ル

ー
 

プ
連
絡
協
議
会
（
伏
見
ハ
ル
エ

会
長
I
会
員

】
五
O
人
）
が
主

催
し
た
も
の
で
、
会
員
が
日
頃

自
慢
す
る
お
ふ
く
ろ
味
ゃ
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
生
活
工
夫
品
に
作

り
方
や
加
工
上
の
注
意
を
書
い

た
符
せ
ん
を
付
け
て
持
ち
寄
り

約
二
〇
〇
展
が
集
り
ま
し
た
。
 

会
場
の
町
商
工
会
館
は
、
野

菜
ゃ
お
菓
子
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
 

も
あ
っ
て
か
朝
か
ら
大
入
り
満

員
で
、
人
れ
代
わ
り
立
ち
か
わ

り
訪
れ
る
か
っ
ち
ゃ
た
ち
は
、
 

特
産
物
を
生
か
し
た
潰
け
物
ゃ

サ
ラ
ダ
、
お
弁
当
の
作
り
方
な

ど
を
メ
モ
す
る
姿
で
ご
っ
た
返
 

．月
．
十
八
u
、
役
場
会
議

室
で
昭
和
六
十
年
度
町
ス
ポ

ー
 

ッ
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
今

年
活
躍
し
た
選
手
、
団
体
に
伊

藤
哲
彦
教
育
委
1
1長
か
ら
賞
状

と
記
念
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
 

ス
ポ
ー
ッ
賞
は
、
町
の
ス
ポ
 

ー
ッ
振
興
に
功
労
・
功
績
の
あ

っ
た
個
人

・
団
体
に
贈
られ
る

も
の
で
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

も
県
中
学
ス
キ
ー
大
会
の
純
飛

躍
・
複
合
競
技
で
上
位
独
占
し

見
事
団
体
優
勝
し
た
。“南
中
飛

行
隊
一
を
は
じ
め
、
陸
上

・
相

撲

・
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ン
グ
の
 

実
践
し
て
お
り
、
野
菜
や
鶏
卵

を
自
給
し
、
毎
日
の
食
費
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。
 

活
躍
選
手
十
人
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
個
人
 

白
川
巧
（
木
高
3
年
・
相
撲
）
 

秋
谷
友
行
（金
高
3
年
‘
陸
上
）
 

小
野
文
義
（
同
・
ウ
ェ
イ
ト
リ

フ
テ
ン
グ
）
其
田
克
仁
（
同

・

同
）
斉
藤
真
樹

（
金
中3
年
・
 

陸
上
）
泉
谷
麻
起
子
（同
・
同
）
 

近
村
則
彦
（
同
・
同
）
中
谷
千

波

（
同
・
同
）
古
川
純
一
 
（南

中
2
年
・
ス
キ
ー
）
今
泰
人（南

中
3
年

・
同
）
 

▽
団
体
 

金
木
南
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
昭

和
6
0年
度
青
森
県
中
学
ス
キ

ー
 

大
会
団
体
優
勝
）
 

あ
な
た
の
善
意
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
o
 

町
立
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
脱
衣
場
に
、
山
道
 

町
の
木
村
製
材
所
さ
ん
が
掛
時
計
．
．個
を
寄
贈
し
て
く
 

れ
ま
し
た
。
 



。
 
小
児

科
外

来
か

ら
 

o
 

、
子
供
は
、

よ
く
突
発

的
に
熱
を
出
し

ま
す
が
、
た

だ
病
院
へ
と

急
が
ず
、

ま
ず
冷
ゃ
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
（頭

・
わ
き
の
下

・
股
町
な
ど
）
 

※
座
薬
を
常
備
し
、
様
子
を
見
て
か
ら
翌
日
病
院

へ

二
、
よ
そ
の
人
に
う
つ
る
と

思
わ
れ
る

病
気

の
人
は
、
 

早
目
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
 

※
は
し
か
・
水
ぽ

う
そ
う
・

お
た
ふ
く
か
ぜ
・
し
ょ
 

a
 、2
」う
熱
な
ど
 

o
 

金
木
病
院
カ
ル
テ
⑥
 

「今
、
流
行
し
て
い
る
怖
、
い
病
気
」
 

小
児科
 小
野
寺
 
典
 
夫
 

国
 

2 月28日現在 前年同月比

男 6.813人 一 77 

女 	7.343人 	- 86 

g 	14,156A 	1 163 

世帯数 3.899世帯 11 

人
口

と
世
帯
 

】 
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建物ー般競争入本L 	 、× 
0人札日時 4 月 7 日（月）午前 9時 

0人札場所 役場 3 階会議室 

0売払物件 金木中学校体育館656. I2n 
体育館渡廊下 56.27n1 

0人札参加資格 金木町に住所を有する者 

0現地説明 4 )i 3 FI(4')午前 9時 

役場 3 階会議室 

くわしくは役場教育委員会事務局へ 

ia 53-21]1 内線48 
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 一

 

一ー＝く 伝言板 ＞一 

神
 

u
b

・
 

l
'
 

I) ス
セ テ 

相
馬
 

京
子

棟
方
 

ヤ
エ

今
 

健
三

竹
内
 

ソ
ワ

古
川
千
代
太
郎

白
川
 
郊
之
助

工
藤
 

リ
ソ

津
島
 
朝
五
郎
 

m
巾
 
タ

カ

小
林
 
岩
太
郎
 
4
8
 
8
3
 
8
1
 
7
6
 
8
2
 
6
9
 
8
1
 
6
1
 
8
0
 
6
4
 
8
5
 
8
7
 

1
 

6
 

1
 

8
 

9
 

6
 

命
剰
畑
埜
鎚
槌
村
 

金 川 金藤 川

木倉木枝倉 

、
松田
 
耕
司
（
治悦
）
中
里町
 

「
田中
 
英
子
（
光雄
）
金
 
木
 

お
 
く 

や 

金賞嘉川嘉責み 
木 市 瀬 倉 瀬 Il引 

喜
良
市
 

喜
良
市
 

・・ 'I'll“川川町金木だより ⑧ 

そ
の

1
、
は
し
か
 

昨
年
1
0月
頃
、
7
才
の
男
児

が
4
日
前
か
ら
の
高
熱
、
全
身

の
発
疹
、
咳
と
食
欲
不
振
を
訴

え
て
当
科
受
診
。
「ま
さ
か
、
は

し
か
で
は
。」
と
いう
不
古
な
予

感
が
的
中
し
、
そ
の
子
が
今
回

流
行
の
第

一
例
目
と
な
っ
た
わ

け
で
す
が
、
3
月
に
な
っ
て
も

流
行
が
お
さ
ま
る
気
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。
昔
か
ら
“
は
し
か
は

子
供
の
命
定
め
ー
と
言
わ
れ
た

ほ
ど
で
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎
、
 

脱
水
症
な
ど
多
く
の
合
併
症
を
 
 

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
金

木
病
院
小
児
科
で
は
、
は
し
か

専
用
の
診
察
室
を
設
け
て
、
は

し
か
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

早
日
に
病
院
に
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
 

ま
た

一
才
半
以
上
の
子
供
及

び
大
人
で
も
、
ま
だ
ゆ
い
加
に

か
か
っ
て
い
な
い
人
は
、
積
極

的
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
 

、つ
。
 

当
病
院
で
も
ワ
ク
チ
ン
を
準

備
し
て
い
ま
す
‘
 

そ
の

2
、
川
崎
病
 

現
在
、
青
森
市
周
辺
で
流
h
 
 し

て
い
ま
す
が
、
高
熱
、
発
疹
、
 

H
の
充
血
、
唇
の
発
赤
な
ど
を

主
症
状
と
す
る
原
因
不
明
の
病

気
で
す
。
心
臓
の
合
併
症
に
よ

り
突
然
死
す
る
こ
と
の
あ
る
怖

い
病
気
で
す
の
で
、
「
か
ぜ
か
な

？
」
と
思
っ
て
も
、
 】
応
小
児

科
医
の
診
察
を
受
け
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。
 

子
供
の
病
気
は
、
か
ぜ
が
最

も
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
に
ま

じ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し

い
病
気
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
 

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

二
月
届
出
 
（
離
振
菱

（
叡
 

お
め
で

と
う
 

裕
晃

（
勝成
 
金
 

保
博

（保
雅
 
喜
良
市
 

千
秋
（千
代
悔
）
 

優
貴

（
一
行

貴
洋

（正
樹
 

透
（
弘
道
 

津
島
 
孝
佳

（勇
人

沖
島
絵
里
佳
（
政
之
 

ひ
き
お
こ
し
、
実
際
に
、
数
年

前
の
八
戸
地
方
で
の
流
行
時
に

は
約
八
人
の
子
供
が
命
を
失
っ

て
い
ま
す
。
当
地
方
で
は
昔
か

ら
、
は
し
か
の
子
供
は
暗
い
部

屋
に
ふ
と
ん
を
た
く
さ
ん
か
ぷ

せ
て
絶
対
冷
や
さ
ぬ
様
に
寝
せ

て
お
く
と
い
う
習
慣
が
あ
る
様

で
す
が
、
こ
れ
は
ま
ち
が
い
で

す
。
高
熱
が
あ
る
時
に
は
熱
さ

ま
し
の
薬
を
与
え
た
り
、
合
併

症
を
防
ぐ
様
な
薬
を
の
ま
せ
た

り
、
脱
水
の
あ
る
様
な
時
に
は

水
分
を
多
く
与
え
た
り
、
ひ
ど

い
時
に
は
点
滴
注
射
を
し
た
り
 

戸
籍
の
窓
 

中 中 白 鎌 今白
谷 西 川 Ill 

金 金 嘉 金 金 嘉

木 木瀬木木 瀬 木 


